
6 年度　三次市 　

❶
❷
❸
❹
❺（

事業内容及び
めざした目的
（具体的に）

　市民が知りたい情報と市民に伝えたい情報が確実に伝わり，市民の協力・参画につながる広報をめざし，「広報みよし」を
はじめ，ケーブルテレビの広報番組「市役所ほっとニュース」や音声告知放送，市のホームぺージやSNS等により多重的な情
報発信を行う。

44,491

特定財源
内訳

財源区分 補助金・負担金・交付金等の名称

国庫支出金

事業実績

（詳細説明）
事業一覧表／状
況写真／図面等

別添資料等

無

総務管理費委託金 自衛官募集事務委託金
県支出金

負担金等その他 雑入 広告料（秘書広報課）

令和6年度 46,154 56 0 0 1,607

100万円以上の不用額が
生じた理由（該当のみ）

歳入に関する
項目

決算額
（❽）

特定財源内訳
一般財源

国庫支出金 県支出金 市債 負担金等その他

該当／頁 88
臨時会 補正 ❽（❻＋❼）事業決算合計額　 ➡ 46,154 該当／頁 89

補正
区分

６月補正 12月補正 ❻（❶~❺の計）　 ➡ 46,123 決算に関する説明書
９月補正 ３月補正 ❼その他の節の決算額＊該当なし”０”を挿入  ➡ 31

0 5 98.0%
委　託　料

100.0%

委　託　料 ③施設機器等管理委託料 2,649 2,648 0 1 100.0%
使用料及び賃借料 ⑨その他使用料及び賃借料 1,651 1,650 0 1

事業区分 継続事業 政策５　いきいきとした地域

事業
(経費)
内の主
な費目

節名称 細節名称 予算現額 決算額 繰越額 不用額 執行率%

需　用　費 ④印刷製本費 13,861 13,693 0 168 99.0%

220 99.0%

役　務　費 ①通信運搬費 242 237

（事業一覧等）

成果/評価
＊事業を執行した
ことにより，どのよう
な成果や効果をも

たらしたのか

　市民への情報発信の柱である広報紙「広報みよし」については，掲載内容の充実を図るとともに，広報紙をアプリで読む
ことができる「カタログポケット」を引き続き導入したことで多言語や音声読み上げに対応しました。また，ケーブルテレビ，ホー
ムぺージ，SNS等についても，情報発信の方法や内容を工夫しながら，それぞれの特徴を活かした多重的な情報発信を
継続的に行い，多様な市民ニーズへの対応を図りました。こうした取組により，市民への情報伝達や市政への参加等にお
いて一定の役割を果たしました。

○旅費（②普通旅費）6,600円
　・広報事務研修会等に係る職員旅費（県内2人，県外2人）6,600円
○需用費（④印刷製本費）13,692,800円
　・広報紙印刷製本（12回）13,692,800円
○役務費（①通信運搬費）236,736円
　・広報紙等発送236,736円
○委託料（①業務委託料（物件費））27,895,141円
　・CATV番組「市役所ほっとニュース」制作業務（年間44本）8,373,200円
　・音声告知放送吹込業務（440円×136件，880円×3件）62,480円
　・広報紙配布業務（全戸配布・年間）19,459,461円
○委託料（③施設機器等管理委託料）2,648,030円
　・ホームぺージ保守業務委託（年間）2,648,030円
○使用料及び賃借料（⑨その他使用料及び賃借料）1,650,360円
　・広報紙多言語・音声読み上げアプリケーション「カタログポケット」
　　使用料（年間）495,000円
　・民間テレビ局データ放送「ｄボタン広報誌」利用料（年間）960,000円
　・ホームぺージUDフォント使用料（年間）66,000円
　・Adobeクリエイティブクラウド使用料（年間）129,360円
○負担金，補助及び交付金（①負担金（補助費））24,000円
　・日本広報協会負担金　24,000円

情報発信事業

令和 一般会計 歳入歳出決算認定に係る事業別審査シート NO, 1
款 項 目 (単位︓千円）

①業務委託料（物件費） 28,115 27,895 0

2 1 2 担当部局・課名 経営企画部・秘書広報課

事業名



6 年度　三次市 　

❶
❷
❸
❹
❺（

（事業一覧等）

成果/評価
＊事業を執行した
ことにより，どのよう
な成果や効果をも

たらしたのか

　第１期シティプロモーション戦略の成果指標（アウトカム）の検証を行ったところ，７項目のうち４項目が目標を達成して
おり，２項目は数値の一部が目標を達成していました。特に，デジタルネットワークの構築の取組における指標が目標を大
きく上回っており，ＳＮＳキャンペーン等の成果が着実に表れています。また，これまでの本市の取組が評価され，大学教
授等で構成するシティプロモーションアワード実行委員会が主催する「シティプロモーションアワード2024」において，「金賞・育
成賞」を受賞しました。こうした第１期戦略の取組を踏まえて，より効果的で実効性のあるアクションプランに再編した第２
期戦略を策定したことで，今後，さらなる取組の深化を図っていく基盤を整えることができました。

〇報酬（①委員等謝礼）148,200円
　・シティプロモーション戦略検討会議委員謝礼（2回開催）148,200円
〇報酬（⑤その他報償費）205,000円
　・シティプロモーションアドバイザー報償費（8回）160,000円
　・県連携Ｘプレゼントキャンペーン提供商品代（梨10箱）45,000円
〇旅費（②普通旅費）151,840円
　・シティプロモーションに係る職員旅費（県内3人，県外4人）151,840円
〇役務費（①通信運搬費）21,490円
　・県外でのシティプロモーションに係る物品等送付代（9件）21,490円
〇役務費（③広告料）330,000円
　・FMラジオ番組公開生放送に係る広告料（1回）330,000円
〇役務費（④手数料）115,500円
　・表彰審査手数料（2回）115,500円
〇委託料（①業務委託料（物件費））4,435,750円
　・シティプロモーションアンケート調査業務（市内・市外）1,496,000円
　・県外でのシティプロモーション業務（8回）1,925,000円
　・シティプロモーショングッズ製作業務（3種類）574,750円
　・シティプロモーション動画制作業務　110,000円
　・シティプロモーションに係る職員研修業務（2日）330,000円

シティプロモーション事業

令和 一般会計 歳入歳出決算認定に係る事業別審査シート NO, 2
款 項 目 (単位︓千円）

①消耗品費 170 170 0

2 1 2 担当部局・課名 経営企画部・秘書広報課

事業名

事業区分 継続事業 政策５　いきいきとした地域

事業
(経費)
内の主
な費目

節名称 細節名称 予算現額 決算額 繰越額 不用額 執行率%

報　　　酬 ⑤その他報償費 320 205 0 115 64.0%

0 100.0%

旅　　　費 ②普通旅費 201 152 0 49 76.0%
需　用　費

96.0%

役　務　費 ③広告料 330 330 0 0 100.0%
委　託　料 ①業務委託料（物件費） 4,627 4,436 0 191

該当／頁 88
臨時会 補正 ❽（❻＋❼）事業決算合計額　 ➡ 5,578 該当／頁 89

補正
区分

６月補正 12月補正 ❻（❶~❺の計）　 ➡ 5,293 決算に関する説明書
９月補正 ３月補正 ❼その他の節の決算額＊該当なし”０”を挿入  ➡ 285

0 0 0

100万円以上の不用額が
生じた理由（該当のみ）

歳入に関する
項目

決算額
（❽）

特定財源内訳
一般財源

国庫支出金 県支出金 市債 負担金等その他

事業内容及び
めざした目的
（具体的に）

　市民がまちに魅力と誇りを感じ，その想いが形になって動き出すまちの実現をめざして，地域の魅力を発掘・創出するとと
もに，様々なネットワークを通じて，市内外へ効果的に発信する取組を行う。

5,578

特定財源
内訳

財源区分 補助金・負担金・交付金等の名称

国庫支出金

事業実績

（詳細説明）
事業一覧表／状
況写真／図面等

別添資料等

無

県支出金
負担金等その他

令和6年度 5,578 0



6 年度　三次市 　

❶
❷
❸
❹
❺（

（事業一覧等）

成果/評価
＊事業を執行した
ことにより，どのよう
な成果や効果をも

たらしたのか

　令和６年７月から専門的なノウハウを持つ中間事業者への業務委託を開始したほか，オンラインワンストップ申請への対
応や，寄附サイトの掲載内容の充実と拡大を行うなど，より寄附しやすい環境を整えました。こうした取組により，過去２
番目となる，１億288万146円（6,367件）の寄附をいただきました。
　また，令和６年度は，市制施行20周年記念事業（イベント補助），プレミアム付き商品券「三次藩札」発行事業，
小中学校備品購入（机・椅子）などに，寄附金を活用しました。

〇需用費（④印刷製本費）1,815円
　・マルチペイメント専用納付書印刷代（按分）1,815円
〇役務費（①通信運搬費）207,793円
　・受領証明書等発送料等207,793円
〇役務費（④手数料）749,126円
　・各寄附サイトクレジットカード等決済手数料254,126円
　・新規寄附サイト利用初期手数料495,000円
〇委託料（①業務委託料（物件費））39,983,050円
　・ふるさと納税特産品発送等業務39,983,050円
〇委託料（③施設機器等管理委託料）264,000円
　・ふるさと納税管理システム保守業務264,000円
〇使用料及び賃借料（⑨その他使用料及び賃借料）7,879,898円
　・ふるさと納税申込フォーム利用料7,879,898円

ふるさと納税事業

令和 一般会計 歳入歳出決算認定に係る事業別審査シート NO, 3
款 項 目 (単位︓千円）

①業務委託料（物件費） 49,125 39,983 0

2 1 8 担当部局・課名 経営企画部・秘書広報課

事業名

事業区分 継続事業 政策５　いきいきとした地域

事業
(経費)
内の主
な費目

節名称 細節名称 予算現額 決算額 繰越額 不用額 執行率%

役　務　費 ①通信運搬費 760 208 0 552 27.0%

9,142 81.0%

役　務　費 ④手数料 999 749 0 250 75.0%
委　託　料

70.0%

委　託　料 ③施設機器等管理委託料 396 264 0 132 67.0%
使用料及び賃借料 ⑨その他使用料及び賃借料 11,220 7,880 0 3,340

該当／頁 106
臨時会 補正 ❽（❻＋❼）事業決算合計額　 ➡ 49,086 該当／頁 107

補正
区分

６月補正 12月補正 ❻（❶~❺の計）　 ➡ 49,084 決算に関する説明書
９月補正 ３月補正 ❼その他の節の決算額＊該当なし”０”を挿入  ➡ 2

0 0 0

100万円以上の不用額が
生じた理由（該当のみ）

ふるさと納税の寄附額が見込みを下回ったことにより，特産品発送業務委託料のほか，申込フォーム利用料及び受領証
明書発送料等の不用額が生じたため。

歳入に関する
項目

決算額
（❽）

特定財源内訳
一般財源

国庫支出金 県支出金 市債 負担金等その他

事業内容及び
めざした目的
（具体的に）

  地域経済の活性化や「ツナガリ人口」の拡大を図るため，返礼品提供事業者などとの連携により，寄附者に対して市の
魅力的な特産品や体験などの返礼品の情報発信及び提供を通じて，本市の魅力を発信する。

49,086

特定財源
内訳

財源区分 補助金・負担金・交付金等の名称

国庫支出金

事業実績

（詳細説明）
事業一覧表／状
況写真／図面等

別添資料等

無

県支出金
負担金等その他

令和6年度 49,086 0



6 年度　三次市 　

❶
❷
❸
❹
❺（

　 　
　 〇

報　償　費

需　用　費

役　務　費

委　託　料

負担金，補助及び交付金

事業
(経費)
内の主
な費目

節名称 細節名称

①負担金（補助費）

①業務委託料（物件費）

④手数料

④印刷製本費

①委員等謝礼

市債
歳入に関する

項目 一般財源

NO, 4-1

事業実績

（詳細説明）
事業一覧表／状
況写真／図面等

別添資料等

45.1%

3,939 3,816 0 123 96.9%

９月補正 ３月補正 ❼その他の節の決算額＊該当なし”０”を挿入  ➡ 726

決算額
（❽）

特定財源内訳

〇役務費④手数料（不用額2,871千円）︓　企業版ふるさと納税斡旋業務の実績による斡旋手数料の不用額
○委託料①業務委託料（物件費）（不用額3,308千円）︓地域活性化調査研究事業の実績による不用額，大学
連携について大学によるプロジェクトにより実施されたことによる不用額

国庫支出金

97

補正
区分

8.4%

7,473 4,165 0 3,308 55.7%

該当／頁

100.0%

94
６月補正 12月補正 ❻（❶~❺の計）　 ➡ 9,839 決算に関する説明書

2,871

成果/評価
＊事業を執行した
ことにより，どのよう
な成果や効果をも

たらしたのか

・事務事業の内部評価と公募市民・学識経験者などで構成する「行政チェック市民会議」による外部評価を実施し，市民会議からの提言をいただくな
ど，事業の改善等に取り組みました。
・本部会議や審議委員会の提言を踏まえて第５次三次市行財政改革推進計画を策定し，最少の経費で最大の効果をあげる行政運営と健全で安定
的な財政運営による持続可能な行財政運営の実現に努めました。
・第３次三次市総合計画の内容を市民等に効果的に伝えていくため，デザインやレイアウトなどを工夫し，わかりやすく親しみある計画書を作成して出前
講座などに活用しました。
・各種会議や視察など本市を紹介する場面で配付する冊子「みよしと暮らそう。２０２５」を作成し，本市の主要な取組や特色を市内外に発信しまし
た。

負担金等その他

事業内容及び
めざした目的
（具体的に）

行政チェックの実施，第５次三次市行財政改革推進計画の策定，本市の主要な取組等を紹介する「みよしと暮らそう。
２０２５」の発行，第３次三次市総合計画の印刷製本，旧尾関山駅の維持管理等
※地域活性化調査研究事業は別シートに記載

10,109
財源区分

国庫支出金

10,565 0 0 0 456

県支出金

補助金・負担金・交付金等の名称

（事業一覧等）

公共施設等整備基金430，山村振興・過疎対策関係研修会等参加助成金26

無

特定財源
内訳

令和6年度

○報償費（①委員等謝礼）449,400円
　・三次市行政チェック市民会議委員謝礼327,000円（3回開催）
　・三次市行財政改革推進審議会委員謝礼122,400円（1回開催）

○需用費（④印刷製本費）3,815,900円
　・「第３次三次市総合計画」計画書印刷代2,530,000円
　・「第３次三次市総合計画」（概要版）印刷代1,083,500円
　・「みよしと暮らそう。２０２５」印刷代202,400円

○役務費（④手数料）264,000円
　・企業版ふるさと納税マッチングサポート手数料　264,000円

○委託料（①業務委託料（物件費））4,164,620円
　・三次市総合計画書デザイン作成業務　2,997,500円
　・「みよしと暮らそう。２０２５」デザイン業務　737,000円
　・旧尾関山駅周辺除草及び撤去業務　430,120円
　※地域活性化調査研究事業は別シートに記載

臨時会 補正 　 ❽（❻＋❼）事業決算合計額　 ➡ 10,565 該当／頁

負担金等その他

100万円以上の不用額が
生じた理由（該当のみ）

企画推進経費事業

款 項 目 (単位︓千円）

県支出金

997 450 0 547

3,135 264 0

1,144 1,144 0 0

令和 一般会計 歳入歳出決算認定に係る事業別審査シート

予算現額 決算額 繰越額 不用額 執行率%

2 1 4 担当部局・課名 経営企画部・企画調整課

事業名

事業区分 その他事業（管理部門経費等） ―

みよしと暮らそう。２０２５

第３次三次市総合計画



6 年度　三次市 　

❶
❷
❸
❹
❺（

　 　
　 〇

令和 一般会計 歳入歳出決算認定に係る事業別審査シート

予算現額 決算額 繰越額 不用額 執行率%

2 1 4 担当部局・課名 経営企画部・企画調整課

事業名

事業区分 その他事業（管理部門経費等） ―

臨時会 補正 　 ❽（❻＋❼）事業決算合計額　 ➡ 0 該当／頁

負担金等その他

100万円以上の不用額が
生じた理由（該当のみ）

地域活性化調査研究事業

款 項 目 (単位︓千円）

県支出金

成果/評価
＊事業を執行した
ことにより，どのよう
な成果や効果をも

たらしたのか

・道の駅ゆめランド布野の経営状況について各種調査や検討を迅速に行うため，担当部署へ予算の配当替を行い，商工
観光課において経営状況調査等の予算執行を行いました。
・診療所特別会計の健全化方策立案を迅速に検討するため，担当部署へ予算の配当替を行い，健康推進課において
決算状況調査等の予算執行を行いました。
・「相乗りタクシー事業」の今後のあり方について迅速に検討するため，担当部署へ予算の配当替を行い，まちづくり交通課
において現状把握のための調査等の予算執行を行いました。

負担金等その他

事業内容及び
めざした目的
（具体的に）

市の主要施策等に関する調査・研究にあたり，迅速かつ効率的に調査・研究等を行うことで，地域活性化に資することを
目的とする。

0
財源区分

国庫支出金

0 0 0 0 0

県支出金

補助金・負担金・交付金等の名称

（事業一覧等）

無

特定財源
内訳

令和6年度

○委託料（①業務委託料（物件費））
　配当替
　①予算執行部署︓商工観光課　290,000円
　　指定管理者経営向上支援業務（株式会社布野特産センター）

　②予算執行部署︓健康推進課　605,000円
　　診療所経営分析事前調査研究業務

　③予算執行部署︓まちづくり交通課　1,993,200円
　　移動支援サービス調査業務

該当／頁 96
６月補正 12月補正 ❻（❶~❺の計）　 ➡ 0 決算に関する説明書

市債
歳入に関する

項目 一般財源

NO, 4-2

事業実績

（詳細説明）
事業一覧表／状
況写真／図面等

別添資料等

９月補正 ３月補正 ❼その他の節の決算額＊該当なし”０”を挿入  ➡

決算額
（❽）

特定財源内訳
国庫支出金

97

補正
区分

委　託　料事業
(経費)
内の主
な費目

節名称 細節名称
①業務委託料（物件費）



6 年度　三次市 　

❶
❷
❸
❹
❺（

　 　
　 　

○報酬（非常勤職員報酬）　8,440,040円
　・「2025年農林業センサス」報酬（指導員26名，調査員348名）　7,844,060円　
　・「令和6年全国家計構造調査」報酬（調査員4名）　595,980円
○報酬（会計年度任用職員報酬）　221,781円
○報償費（その他報償費）　132,240円
　・「全国家計構造調査」協力者謝礼金ほか
○旅費（費用弁償）　647,690円
　・「2025年農林業センサス」交通費相当額（指導員26名，調査員332名）　568,160円
　・「令和6年全国家計構造調査」交通費相当額（調査員4名）　67,700円
　・会計年度任用職員費用弁償　11,830円
○需用費（消耗品費）　172,050円
　・調査員証用チェキフィルムほか

補正
区分

80.5%

報　　　酬

報　　　酬

報　償　費

旅　　　費

需　用　費

事業
(経費)
内の主
な費目

節名称 細節名称

➀消耗品費

①費用弁償

⑤その他報償費

④会計年度任用職員報酬

③非常勤職員報酬

　 ❽（❻＋❼）事業決算合計額　 ➡ 9,923 該当／頁
134

６月補正 12月補正 ❻（❶~❺の計）　 ➡ 9,614

市債
歳入に関する

項目 一般財源

NO, 5

80.2%

999 222 0 777 22.2%

９月補正 ３月補正 ❼その他の節の決算額＊該当なし”０”を挿入  ➡ 309

決算額
（❽）

特定財源内訳

1報酬③非常勤職員報酬　農林業センサス統計調査員の報酬について，当初の想定より調査員数が少なく済んだことに
よる

国庫支出金

135

157 80.5%

該当／頁

99.4%
決算に関する説明書

成果/評価
＊事業を執行した
ことにより，どのよう
な成果や効果をも

たらしたのか

○全国家計構造調査
家計における消費，所得，資産及び負債の実態を総合的に把握し，世帯の所得分布及び消費の水準，構造等を全国的及び地域別に明らかにする
ことを目的として5年ごとに実施されている。調査結果は，国民生活の消費構造や所得水準に関する基礎資料として，国や地方公共団体における施策
の企画・立案，各府省の白書，大学や研究機関などで利用される。
○農林業センサス
農林業の生産構造，就業構造を明らかにするとともに，農山村の実態を総合的に把握するために，5年ごとに農林業を営んでいるすべての農家，林家
や法人を対象に調査を実施している。調査結果は，「地方交付税法」に基づく交付金の算定資料，地域資源の保全管理政策の検討・推進資料や各
種統計調査の母集団情報などとして利用される。

負担金等その他

事業内容及び
めざした目的
（具体的に）

令和6年度は統計法に基づく基幹統計調査として，国県から委託を受けて，令和6年5月に学校に関する基本的事項を調査する学校
基本調査（文部科学省）や，令和6年10月〜11月に家計における消費や所得などの実態を把握する全国家計構造調査（総務
省），令和7年1月〜2月に農林業の生産構造や就業構造等の実態を把握する農林業センサス（農林水産省）を実施した。

297
財源区分

国庫支出金

9,923 0 9,626 0 0

県支出金

補助金・負担金・交付金等の名称

（事業一覧等）

指定統計調査委託金（統計調査市町交付金）

無

特定財源
内訳

令和6年度

事業実績

（詳細説明）
事業一覧表／状
況写真／図面等

別添資料等

負担金等その他

100万円以上の不用額が
生じた理由（該当のみ）

指定統計事業

款 項 目 (単位︓千円）

県支出金

10,525 8,440 0 2,085

164 132 0

173 172 0 1

32

臨時会 補正

805 648 0

令和 一般会計 歳入歳出決算認定に係る事業別審査シート

予算現額 決算額 繰越額 不用額 執行率%

2 5 2 担当部局・課名 経営企画部・企画調整課

事業名

事業区分 その他事業（管理部門経費等） ―


